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2022 年度 日本地学教育学会 総会資料 

 

評議員会 

8 月 21 日（日）16：00～17：30 

島根県立産業交流会館１階多目的ホール 

  

総  会 

8 月 23 日（火）14：00～15：00 

島根県立産業交流会館１階多目的ホール 

 

 

総会式次第 

 

あいさつ 

 久田健一郎 会長 

 

議長選出 

 

議事 

Ⅰ 報告事項 

  １．2021 年度日本地学教育学会事業報告 

  ２．2021 年度日本地学教育学会収支決算報告および会計監査 

    ３．2022 年度 役員選挙結果 

  ４．その他 

 

Ⅱ 審議事項 

  １．2022 年度日本地学教育学会事業計画（案） 

  ２．2022 年度日本地学教育学会予算（案） 

  ３．その他 

 

 

議長解任
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I 報告事項 

 

I-1 2021 年度事業報告 

１．総務 

（１）会員動向（2022 年 6 月 30 日現在）： 

正会員 409 名・正会員（学生割引）10 名・正会員（シニア割引）65 名・名誉会員 3名  

（２）評議員会を，2021 年 8 月 20 日（金）オンライン会議システム（Zoom）を利用して開催し，

2020 年度の事業報告と収支決算報告が承認された．また，2021 年度の事業計画および予算案につ

いて審議され，いずれも審議事項として総会へ送られ，承認された． 

（３）2021 年 8 月 21 日（土）オンライン会議システム（Zoom）を利用して総会が開催された．総

会では，2020 年度日本地学教育学会事業報告，2020 年度日本地学教育学会収支決算報告および

2020 年度会計監査報告，2021 年度役員選挙結果などの報告事項と，2021 年度日本地学教育学会

事業計画（案），2021 年度日本地学教育学会予算（案）について審議され，いずれも承認された． 

（４）常務委員会を 2021 年 9 月 10 日（金）Cisco Webex Meetings による Web 会議，11 月 30 日

（火）Zoom Meetings による Web 会議，2022 年 1 月 19 日（水）Zoom Meetings による Web 会議，

3月 24 日（木）Zoom Meetings による Web 会議，5月 18 日（木）Zoom Meetings による Web 会議，

および７月 28 日（木）Zoom Meetings による Web 会議の計 6回開催した．また，メール会議を随

時行い，活動方針共有の徹底を図った． 

（５）2020 年度日本地学教育学会学会賞・優秀論文賞・若手学術賞・渡部景隆奨励賞・地学教育

功労賞の授与が行われた．渡部景隆奨励賞，地学教育功労賞は該当者なし． 

【2020 年度若手学術賞】 松尾亮太朗・吉本直弘「降水を対象にした中学校理科教科書の内容分析

―第 2学年「気象とその変化」について―」地学教育，第 73 巻第 4号，55-69 頁. 

久森洸希・山崎博史・吉冨健一 「経験と観察活動後のリフレクションを重視した野外観察実習プ

ログラム―理科教員志望学生の効果的な地層観察の視点獲得のために―」地学教育，第 73 巻第 4

号，89-106 頁.  
【2021 年度学会賞】 2021 年度学会賞審査委員会が選考を行い、川村教一氏、榊原保志氏、宮下

治氏、の３名に学会賞 

 また，2021 年度日本地学教育学会優秀論文賞・若手学術賞の授与に関しては、地学教育第 74 巻

第 3, 4 号合併号（予定）が刊行された後に、例年通り選考を開始する。 

 

（６）令和３年度大学入学共通テスト問題検討委員会（委員長：松本現）が本年度大学入学共通

テスト問題について検討し，評価をとりまとめた． 

（７）連合および関連学会等における活動 

・ 日本地球惑星科学連合として活動，同 2022 年大会を共催 

・ 令和４年度全国理科教育大会 後援 

・ 青少年のための科学の祭典 2021 後援 

・ 第 55 回夏季大学「海洋と日本の気象・気候～観測から予測まで～」後援 

・ 第 35 回天文教育研究会後援 
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・ 第 64 回粘土科学討論会共催 

・ 朝永振一郎記念第 16 回「科学の芽」賞後援 

・ 第 21 回こどものためのジオ・カーニバル 後援 

・ 特定非営利活動法人地学オリンピック日本委員会協賛 

・ 地学オリンピック日本委員会による地球科学普及講演会 「地球をぶらり」後援 

 

２．行事 

（１）当初 2021 年 8 月 21 日〜23 日に東洋大学で開催を予定していた，2021 年度全国地学教育研

究大会／日本地学教育学会第 75 回全国大会東京大会は，新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より，ウェブ会議システム（Zoom）等を利用して開催した．大会テーマは『変動する地球に生き

るための地学教育』とし、基調講演として東洋大学社会学部教授の渡辺満久先生にご講演頂いた。

一般口頭発表：18件、テーマセッション：３テーマ９件、ｅポスターセッション：６件、ジュニ

アｅポスターセッション：７件であった。大会公式 HP 参加登録者数：145 名、大会 Zoom参加者：

124 名、eポスター・ジュニア eポスター参加者数：45 名、２日目のミニ巡検参加者数: 59 名、

３日目のポスト巡検参加者数：20 名と、大変に多くの参加があった。 

（２）2021 年 9 月 26 日（日）に Zoom を利用して、日本地地学教育学会支部イベント「おうちで

地学 Vol.1 日本全国ジオパークめぐり in 萩」を開催した。 

（３）2021 年 12 月 5日（日）に Zoom を利用して、日本地学教育学会支部イベント「おうちで地

学 Vol.２」【著者と語ろう！】菅沼悠介（2020）『地磁気逆転と「チバニアン」』を開催した。 

（４）2022 年 6 月 18 日（土）に Zoom を利用して、日本地学教育学会支部イベント「おうちで地

学 Vol.３『お試し！キニナルあの「教材」： Mitaka 編』を開催した。 

 

３．編集 

（１）会誌の発行：「地学教育」第 73 巻第 4号（通巻第 371 号）、第 74 巻第 1号（通巻第 372 号）

から第 74 巻第 2号（通巻第 373 号）までを刊行した．新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り，第 74 巻第 3, 4 号（通巻第 374, 375 号）が遅れ，次年度に合併号として印刷予定である． 

地学教育編集委員会（任期 2020 年 7 月 1日〜2022 年 6 月 30 日）：西浦慎悟（委員長）・間處耕吉

（副委員長）・上栗伸一（副委員長）・伊藤信成・佐藤鋭一・下井倉ともみ・土井徹・平田豊誠・山

根悠介・山本順司・吉川武憲・吉冨健一（敬称略）． 

新年度・地学教育編集委員会（任期 2022 年 7 月 1日〜2024 年 6 月 30 日）：上栗伸一（委員長）・

平田豊誠（副委員長）・伊藤信成（副委員長）・佐藤鋭一・下岡順直・下井倉ともみ（敬称略）． 

（２）『みんなの地学』の編集：『みんなの地学』編集委員会が第 3号の編集にあたり，2022 年度

初めに発行予定で準備を進めた．『みんなの地学』編集委員会（任期 2020 年 7 月 1日〜2022 年 6

月 30 日）：廣木義久（委員長）・瀧本家康（副委員長）・梅田真樹・菅原久誠・竹村英紀・中林俊

明  

（３）『地学教育』特集号（特集名：災害多発時代の地学教育）を企画し，2021 年 1 月 1日から 4

月 30 日までの論文の投稿を受け付けた．特集号は，第 75 巻第 1号に掲載予定で編集作業を進め

ている． 
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４．広報 

（１）学会の活動内容を会員に伝え，また，会員が学会活動へ積極的に参加することを促すこと

を目的として，本年度以下の委員会が設置された．広報委員会：宮下 治（委員長）・吉冨健一（副

委員長）・小森次郎・竹下欣宏・藤平秀一郎・菅澤雄大（敬称略）．  

（２）日本地学教育学会ニュースレターを，2021 年 7 月 1日号から 2022 年 5 月 27 日号までの合

計 45 回作成し，会員に配信した． 

（３）学会のホームページ（http://www.age.ac/~chigakuk/）に大会案内など各種関連情報を随

時掲載した． 
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I-2 2021 年度日本地学教育学会収支決算報告 

 

 

 

 



6 
 

 



7 
 

I-3 2022 年度 役員選挙結果 

 「役員選挙についての細則」（2019 年 8 月 17 日一部改訂）に基づいて，2022 年 4 月 1日時点で

会員原簿に記載されている正会員に被選挙権がある旨公示し，2022 年 6 月 23 日（木）締め切り

で投票が行われ，選挙管理委員会のもとで，2020 年 7 月 14 日（木）に開票された．  

 

会長（任期 2022〜2023 年度） 

＊有効投票数 199票／無効票 0票 

役員選挙についての細則 12(1)「会長は，有効投票数の過半数を得たもの」を適用 

 川村 教一 得票 196票 

 

評議員（任期 2022〜2024 年度） 

 ＊有効投票数 194票／無効票 0票 

 役員選挙についての細則 12(2)「評議員は，支部ごとに有効得票数の最も多いもの１名，ただ

し，関東(東京)支部は，有効得票数順に３名まで」を適用 

 北海道・東北： 木下  温 

 関東：  池崎 文也 

  小泉 治彦 

      松本  現 

 中部：  熊野 善介 

 近畿：  林  慶一 

 中国・四国： 林  武広 

 九州・沖縄： 松井 智彰 

 

監事（任期 2022・2023 年度）：  

 ＊有効投票数 196票／無効票 0票 

 役員選挙についての細則 12(3)「監事は，有効投票数の過半数の信任を得たもの」を適用，  

  大辻 永 得票 193票 
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II 審議事項 

 

II-１ 2022 年度「日本地学教育学会」事業計画（案） 

 

 １．2022 年度全国地学教育研究大会／日本地学教育学会第 76 回全国大会島根大会を，2022 年

8 月 21 日（日）〜24 日（水）島根県立産業交流会館「くにびきメッセ」で開催をする．ま

た，同時期・同会場において、第９回 GeoSciEd国際地学教育学会を共催する． 

 ２．会誌の発行：「地学教育」を J-STAGE 電子ジャーナル公開システムで発行して，国内外へ

の研究成果の発信や研究評価の向上をはかる．第 74 巻第 3, 4 号（通巻第 374, 375 号）お

よび，第 75 巻第 1号（通巻第 376 号）から第 75 巻第 4号（通巻第 377 号）までを刊行予

定．合わせて，教育現場に携わる会員を対象とした，新雑誌「みんなの地学」を年 1回発

行する予定である． 

 ３．総会，評議員会，および常務委員会（６回）を開催し，学会活動方針を審議する． 

 ４．広報委員会では，本年度においても現地講習会等々を企画開催し，会員の学会活動への積

極的な参加，会員相互の交流，情報の共有などをはかる． 

 ５．会員数増および支部組織の活性化をはかる． 

 ６．学会賞・渡部景隆奨励賞・地学教育功労賞・優秀論文賞・若手学術賞など，各賞の選考お

よび授与を行う． 

 ７．令和 5 年度大学入学共通テスト問題を検討し，評価をとりまとめる． 

 ８．連合および関連学会等における活動（予定） 

・ 日本地球惑星科学連合として活動，同 2023 年大会を共催 

・ 教科「理科」関連学会協議会シンポジウム共催 

・ 特定非営利活動法人地学オリンピック日本委員会協賛 

・ 第 9回 GeoSciEd地学教育特集号の刊行を検討する 

 9．その他 
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II-２ 2022 年度「日本地学教育学会」予算 （案） 
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